
６月２８日に、トロントにやってきました。宣教師訓練のためのセミナーに参加するためです。

このセミナーでは、２週間にわたって、カルチャーショックへの対応のしかた、ヒンズー教やイスラ

ム教の学びなどをしています。これに参加して良かったと思うことの第一は、宣教地において

困難があるのは、当然のことだということを改めて教えられたことです。サタンにとって、うれしくない

ことを私たちはやっているからです。そして第二は、これから宣教地に向かおうとしているたくさん

の仲間と出会え、悩みや苦しみを分かち合うことができたことです。主が本当に私のために特

別な備えをしてくださったように思います。

１. 合計で約１カ月は、カナダのトロントで宣教師訓練のためのセミナー

に参加します。良い学びができるように。

２．８月下旬にバングラデシュに戻りますが、今後の導きのために。

３．母と姉の救いのために。

４．派遣教会の自治医大前キリスト教会のために。
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「なんと幸いなこ
とでしょう。その

力が、あなたにあり、その心の中
にシオンへの大路のある人は。彼
らは涙の谷を過ぎるときも、そこ
を泉のわく所とします。初めの雨
もまたそこを祝福でおおいます」

（詩篇84:5-6）
恵宣教師が今歩んでいる「涙の谷」か

ら泉がわき出てくることを私たちは信じて
います。恵宣教師のための祈りをいよい
よ熱くしましょう。 （ひ）
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愛する兄弟姉妹のみなさま、いかがお過ごしでしょうか？早いもので、もう７月です

ね。私はこのニュースレターをカナダのトロントで書いています。LAMB Hospital
ラ ム ホ ス ピ タ ル

を去らなければならなくなった私に、LMIはアメリカとカナダで研修休暇をとることを

勧めてくれました。この地でたくさんの人の愛に囲まれ、主の愛とご配慮を十分味

わわせていただいています。みなさまのお祈りを感謝します。

「主は、いと高き所から御手を伸べて私を捕らえ、私を大水から引き上げら

れた。」 （詩篇１８：１６）

わたしは神の手の中にある小さな鉛筆のよ

うなものです。神が考え、神が書くのです。

鉛筆は何もしません。鉛筆はただ使われるだ

けです。 （マザー・テレサ）



前回のニュースレターで書

いたように、１２月中旬から、

先輩外科医ボブ先生の助

けなしで、どこまでできるかという

トライアルがされていました。壊

死性筋膜炎の男性や、汎

発性腹膜炎の若い女性の

患者さんなど、ひどい症例も

含めて私なりに精一杯やるこ

とができたと思います。（看護

師さんたちも良く協力してくれ

ました。）そして２月後半には、ボブ先生から「君がここで働いていくためには、どうやって助け

られるかな？」という言葉もかけてもらって、不十分ながらも後任者として受け止めてもらえた

かなと喜んでいました。でも、３月中旬に突然彼が、私の治療方針を非難してきました。そし

て、４月中旬Executive Director（病院管理者）から、LAMB Hospitalは、私を
ラ ム ホ ス ピ タ ル

外科医として受け入れないということを言われたのでした。理由は、私が治療に関して正し

い判断ができないということですが、私としては、納得できていません。でも、決定は受け入れ

ました。これが、主のご計画だろうと思ったからです。

こういう状況の中、私自信も驚いていたのですが、落ち込むこともなく過ごすことができて

いました。でも、ストレスを身体全体で受け止めていたのでしょう。１週間のうちの２日ほどは、

疲れてどうしようもなく、昼間からベッドで寝ているということがありました。

こういう時にＬＭＩから、アメリカでの研修休暇という申し出がありました。アメリカで何をすべ

きか具体的には、わかっていませんでしたが、ともかく一時バングラデシュを出られるということ

を、うれしく思いました。そして５月２３日に、ダッカを発ったのでした。

▲LAMB Hospital周辺の田園風景

５月末のニュージャージーは、気温が２０度少し、さわやかな風が吹いていて、３０度を超

す蒸し暑いダッカから来た私にとっては、蚊にも刺されず、とても快適でした。LM-USAのあ

るSchooley’s Mountainは、とても静かできれいな丘が広がっていて、この環境の中で、
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そして周囲の人たちの優しさに包まれて、疲れていた私は本当に癒されたのでした。

LM-USAで２週間を過

ごした後、今度は、すぐ近くに

あるやはりドイツ系のミッション

に移りました。ここには、１２人

のシスターたち（プロテスタント

のです。）が住んでいます。こ

こで、庭仕事やお皿洗いを

手伝いました。シスターたちは、

６２歳から１０３歳。若くない私

でも子どものように可愛がっ

てもらいました。

ここには、シスター以外に、たくさんのボランティアの人たちがいました。キッチンでは、色々な

国籍の人と一緒に働きます。２１歳のドイツ人ジョナサンの、お皿の拭き方、並べ方など、本

当に合理的なやり方に関心する一方、２３歳のインド系アメリカ人、ジョシュの無駄の多い

動きにいらいらしている自分を発見したりもします。「ああ、また神さまのトレーニングが始まった

んだわ。」と思いました。「あなた方は、互いに愛し合いなさい。」

▲シスターたちの手伝いをする近藤宣教師






